
１　施設の概要

つくば市指定管理者実績評価表

所管課 市民部スポーツ施設課

評価対象期間 令和５年（2023年）４月１日から令和６年（2024年）３月31日

施設概要

名称 つくばウェルネスパーク

所在地 つくば市山木1562番地

関係条例等 つくばウェルネスパーク条例、つくばウェルネスパーク条例施行規則

設置目的
市民に運動の場及び保養の場を提供するとともに、必要に応じて健康の保持増進に関する指導
及び助言を行うことにより、市民の健康づくりを支援及び促進する。

指定管理者

名称 ライフテックつくば（代表団体　特定非営利活動法人つくばアクアライフ研究所）

所在地 つくば市島名825番地

指定管理業務の内容

（1） つくばウェルネスパーク（以下パークという）の施設等及び植栽並びに物品の維持管理に関すること
（2） 次に揚げる事業に関すること
　①運動及び保養のための施設の提供に関すること
　②健康の保持増進に関する指導及び助言に関すること
　③健康の保持増進に関する教室、講座、講演会等の実施に関すること
　④その他パークの設置目的達成のため必要な事業
（3） 利用の許可に関すること
（4） 利用料金の徴収に関すること
（5） 利用者に対する利用許可の取り消し、利用制限及び停止並びに退去命令に関すること
（6） 来園者に対する退去命令に関すること
（7） 指定管理者が行うことのできる業務

指定期間 平成31年(2019年)４月１日から令和６年(2024年)３月31日まで(５年間）

総合評価（年度評価）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

B B B B



管理運営実績データ

回収件数

〇収入 〇収入
75,000千円 79,595千円

96,220千円

49,079千円 4,594千円

67,313千円

36,883千円

10,870千円

〇支出 〇支出
78,790千円 85,725千円

52,410千円 69,453千円

40,600千円 40,116千円

36,127千円 19,010千円

12,260千円 13,376千円

施設名
目標・計画等 実績 原因・指示・勧告等

利用者数
稼働率等

利用者人数
【計画】
ヘルスプラザ　134,000人
セキショウチャレンジ
スタジアム　52,000人
ｽﾎﾟｰﾂﾌｨｰﾙﾄﾞ　4,700人

利用者人数
【令和５年度】
ヘルスプラザ　124,131人
セキショウチャレンジ
スタジアム　46,781人
スポーツフィールド　3,959人

前年度比
ヘルスプラザ 93.4％
セキショウチャレンジ
スタジアム　90.8％
スポーツフィールド　83.7％

ヘルスプラザの利用者人数
の減については、サステナ
スクエアから蒸気供給を受
ける配管の改修工事に伴
い、約２か月の長期休館を
要したことが理由として想定
される。

自主事業
（講座・セミナー等）

講座　500回
プール・スタジオ　1200回
短期水泳教室　140回以上

講座　537回
プール・スタジオ　1,745回
短期水泳教室　150回

サステナスクエアから蒸気
供給を受ける配管の改修工
事に伴い、約２か月の長期
休館を要したが、規定回数
以上の事業を実施した。

アンケートの実施状況
（利用者の満足度、

苦情等）

令和４年度に比べ、全ての
項目で「満足」の割合が上
がったが、『職員の対応』に
ついては、「不満」の割合も
上がってている。従事する
すべてのスタッフに対し、自
らの勤務態度を見直させ、
サービスの向上に努めるよ
う指示した。

実施方法
ヘルスプラザ利用者に紙媒
体で配布し、回収

実施時期

収支状況

220,299千円 194,661千円

・利用料金

・人件費
・光熱水費

通年

225件(R4:363件)
満足（やや満足を含む）・普通・不満（やや
不満を含む）（％）（小数点第１位まで）

施設利用のしやすさ
75.4・19.4・5.2(R4:68.6･23.8･7.6)
案内表示のわかりやすさ

64.4・31.2・4.4(R4:59.4･32.8･7.8)

施設の清潔さ
70.4・22.0・7.6(R4:63.4･22.9･13.7)

職員の対応
72.8・15.0・12.2(R4:67.5･23.1･9.4)

レッスン等の内容と時間
67.9・28.9・3.2(R4:46.7･41.7･11.6)

227,680千円

・指定管理料 ・指定管理料
・利用料金 　　内、指定管理料

　　変更増加分・指定事業１、２

・光熱水費
・維持管理費 ・維持管理費

・指定事業１、２
・補償

220,187千円

112,000円 △33,019千円

計画を下回ったのは、サス
テナスクエアから蒸気供給
を受ける配管の改修工事に
伴う約２か月の長期休館を
要したことが主な理由として
推測される。

・指定事業１、２ ・指定事業１、２
・賃借料・需用費等 ・賃借料・需用費等

〇収支差引額 〇収支差引額

・人件費



２　評価結果

（１）管理状況

①適切な管理の履行 2

②適切な職員配置 2

③職員研修・人材育成 2

④職員の労働環境 2

⑤個人情報の取り扱い 2

⑥安全対策・事故防止対策 3

⑦危機管理体制 2

（２）運営状況

①平等利用の確保 2

②指定事業の実施 3

③自主事業の実施 2

④利用者意見の反映 3

⑤意見・苦情等への対応 2

⑥利用者満足度 2

⑦利用実績 2

⑧地域との関わり 4

評　価　項　目

評点
項目 視点

協定や事業計画に沿った管理が適切に履行されている
か。（清掃、警備、保守点検、環境配慮等）

職員配置は適切か。（有資格者等の配置）

職員教育、育成は適切に行われたか。（就業規則、接遇
等研修、法令、情報管理等）

労働条件や労働環境は適正か。

個人情報保護及び情報公開は適切に行われたか。

来館者の安全対策、事故防止策は適切であったか。

防犯及び防災、その他事故等緊急時の体制、対応は十
分であったか。

【評価の理由】

⑥仕様書上は救命講習を受けた者を配置することは定めていないが、上級救命技能認定を受けた者を２
人配置し、安全対策を行った。

評点
項目 視点

平等・公平な利用に配慮されていたか。

仕様書に指定された事業が計画通り実施されたか。

事業者の創意工夫によるサービスの向上や利用促進策
が予定通り図られたか。

利用者の意見を把握し、それらを反映させる取組がなさ
れているか。

利用者からの苦情やトラブルに対し、適切に対応したか。

利用者アンケート等の結果、施設利用者の満足が得られ
ているか。
利用者数・利用料金収入を増加する又は確保するため
の取組がなされているか。（導入前との比較、導入後の
推移等）

市民のニーズを反映した取組がなされたか。
地域の住民や団体との連携が図られているか。
地元住民や地元業者の活用等、地域活性化に貢献して
いるか。

【評価の理由】

②約２か月間の休館を余儀なくされたにも関わらず、仕様書に定められた回数を超えて実施した（教室、
講座等537/500回、レッスン1,345/1,200回、短期水泳教室150/140回）。
④利用者から健康管理のため、プール内でスマートウォッチを使用したいとの要望に対し、安全に利用で
きるルール、対策を検討し、利用可能とした。利用者の意見に対して真摯に向き合い、サービスの向上を
図った。
⑧「つくばまごころ市」における地元食材の物産販売については、運営者と管理者とで販売品目について
の意見交換やイベント協力等を行い生産者の活性化及び利用促進を図っている。
　地元住民で構成される北部振興協議会と２か月に１回のミーティングを実施し、要望や苦情等に細やか
な対応をしている。その結果、北部振興協議会が自主的に利用回数券を購入する等、利用の促進に繋が
る効果も得られており、良好な関係が形成されている。
　また、年度毎に特別支援学校の依頼により、施設をスクールバスの停留所とし、送迎の保護者へは施設
の駐車場を提供することで地域の生徒・児童の安全な通学に貢献している。



２　評価結果

（３）収支状況

①管理運営経費の節減 3

②事業収支 1

【総合評価】

※添付書類

【評価の基準】

【総合評価の基準】

評　価　項　目

評点
項目 視点

管理経費を縮減するため、効果的・効率的な執行がなさ
れたか。

収支計画は、計画どおり達成されたか。

【評価の理由】

①昨今の電気料金の高騰を受け、施設の利用状況に応じて電力会社の見直しを行い、電気料金を削減さ
せたため（令和５年２月：5,088千円→令和６年２月：1,808千円）。
②年間の収支計画に対して赤字であったため。

合計評点 39 評価ランク A

【総評】 ※評価を踏まえ、翌年度の指導方針や、指定管理者制度の導入目的が達成されているかを記載する。

サステナスクエアから蒸気供給を受ける配管の改修工事により、約２か月間の長期休館を要したことが、令和５年度計
画及び令和４年度実績を上回る成果を上げられなかった要因の一つと考えられる。経営上、厳しい状況下での施設運営
ではあったが、施設利用者からの要望や意見に対し、積極的に改善する取り組みが見られた。引き続き、新規利用者の
獲得に積極的に取り組むとともに、アンケートや利用者の動向から把握した市民ニーズを事業に反映し、サービスの向
上に努めるよう指導する。

事業報告書（月別施設別利用者数一覧、月別施設別稼働率一覧、自主事業実績、利用者満足度調査（アンケート調査
等）結果、苦情一覧、収支報告書等）、モニタリングチェックシート、労働環境確認シート

４：目標や計画を大幅に上回るすばらしい成果があがったもの
３：目標や計画を上回る成果があったもの
２：目標や計画どおりの成果があったもの
１：工夫や改善は認められるが、結果的に目標や計画を下回っており、さらなる努力が必要なも
の
０：目標や計画を下回っており、（所管部署の指導にもかかわらず、）工夫、改善が足りないもの

※　ただし、採点に当たっては、目標設定の度合いを考慮して行うことができる。

S：総合的に評価した結果、特に優れていると認められる
　　（０点の項目が無く、合計点が49点以上）
Ａ：総合的に評価した結果、優れていると認められる
　　（０点の項目が無く、合計点が39～48点）
Ｂ：総合的に評価した結果、適正に運営されていると認められる
　　（０点の項目が無く、合計点が30～38点）
Ｃ：総合的に評価した結果、さらなる努力が必要であると認められる
　　（合計点が18～29点、ただし、合計点が29点以上であっても０点の項目がある場合）
Ｄ：総合的に評価した結果、改善すべき点があると認められる
　　（合計点が17点以下）


